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論文内容の要旨

現代における都市交通問題の要因の一つは，社会の要求の多様化に鉄道と自動車を主役とする既存

の輸送手段で対応できなくなくなっている事にある。この課題に対する有力な解決方法として，空気

入りゴムタイヤを車輪とする車両を専用軌道で自動運転させる交通システムが期待されている。この

ような軌道システムの開発には道路と機械的に連結されたかじ取り装置を備えた車両の方向制御技術

が確立されなければならない。これは従来の鉄道工学と自動車工学を含めた領域の新しい課題である。

本論文はこのような課題を車両の走行安定性の面から把えて機械式案内誘導の力学的特徴を明らかに

すると共に，案内誘導装置の合理的な設計法を提案するものである。

第 1 章では新しい軌道システムの開発が期待されている背景とその基礎技術の一つである案内誘導

について概説した。案内誘導の概念，基本方式の分類，機械力学的課題と研究方法について述べてい

る。

第 2 章では各案内誘導方式の運動特性をできるだけ簡潔に把握するため，簡単な数学モデルによっ

て車両の走行安定性と旋回性とを解析した。各方式の特徴と実用性が明らかとなり，軌道システムの

設計初期段階における案内誘導方式の選定に理論的根拠を与えることが出来た。

第 3 章では汎用性と実用性の最も高い前輪操舵方式について，車両の走行性能をいかにして高める

かという観点から案内誘導装置に含まれる慣性質量，摩擦等の動的要素が車両の走行安定性に及ぼす

影響を解析し，それらの影響を考慮した案内誘導装置の設計を提案している。

第 4 章では案内壁の剛性が車両の走行安定性に及ぼす影響を解析して，軌道は設計図通りに製作さ

れ，案内壁はたわまないと仮定して得た第 3 章までの結論の有効性を確認した。
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論文の審査結果の要旨

本研究は，新交通システムとして期待されているデュアルモードパスを，専用軌道で走らすときの

自動運転技術を確立することを目的として行われたものである。空気入りゴムタイヤを装着した実験

車両に機械式案内誘導装置を取付け，軌道壁面に案内輪を接触させ，壁面からの反力を舵取り装置に

伝えて操舵させる方式を研究している。まず，機械式案内誘導に関する基本概念をまとめ，方式を分

類し，それらの機械力学的特徴を明らかにしている。特に，実験車に用いた前輪操舵方式について，

車両の運動を表す数学モデルを作り，その特性方程式を解析することにより，車両の走行安定性と案

内誘導装置の粘性摩擦慣性剛性などの関係を明らかにしている。次に，案内壁の剛性が車両の走

行運動に及ぼす影響を考察し，結果的に，案内壁がたわまないと仮定して導いた結論が有効で、あるこ

とを確かめている。これらの解析結果から新しい案内誘導装置の設計資料を導き，初期走行テストで

は車両の揺動が激しく車速を 20km/ h 以上に上げ得なかったものが，新設計の装置で走行テストした

結果， 60km/hの車速まで十分に安定走行を得るにいたっている。また，著者は鉄道工学におけるクリ

ープ係数と自動車工学におけるコーナリングフォースの概念が同一表現になることに着目し，軌道車

両の運動を自動車の運動と同じ形式で表現し，車両運動を統一的に扱う理論体系を築き，鉄道工学と

自動車工学の橋渡しを行っている。これらの研究結果は，車両工学ならびに広く機械工学に寄与する

ところ大であり，博士論文の価値ありと認める。
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